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2016年9月より現職。

もともとは、ネットワーク、サーバ構築を専門領域とするサーバーインフラエンジニア

として、府省共通の旅費精算システム運用や開発保守に対する支援を主な職務とし

ていた。

現在は、経済産業省のデジタル化推進マネージャとして、デジタル・ガバメントやIMI
共通語彙基盤等の情報政策や、省内のデジタル・トランスフォーメーションの推進に

も携わり、積極的に推進している。

三鷹市公立学校PTA連合会の前年度会長、現コミュニティスクール委員等、学校を

中心としたスクールコミュニティの形成にも力を注いでいたが、2人の娘が義務教育

を終えたため、余った情熱の行先を探しているところ。

昔は市民ランナーだったらしく、第1回東京マラソンにも出場。

自己ベストは2時間36分9秒。



2016年9月から



2年半
IMI共通語彙基盤に関わって



覚えたこと



「彙」



今日のゴール

彙



今日の「本当の」ゴール

「つながる 」 とは、「データ」を交換できるということ

この講座で、

① IMIとは何か

②どうして必要なのか

③それをどう活用できるのか

を持ち帰って、デジタルであなたの業務をアップデートしましょ

う！



1時限目：
〇〇とは何か

① IMIとは何か　②どうして必要なのか　③それをどう活用できるのか



「データ」とは何か？



データ

data

材料，資料，論拠という意味の datumの複数形。

コンピュータ用語として，情報を作成するために必

要な資料の意味に使われる。

コンピュータに入力する記号，数字，文字のことで

，それ自体，単なる事実にすぎず，コンピュータに

より，一定のプログラムに従って処理されて，特定

の目的に役立つ情報を生む。
出典　ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典



Data



Information



Knowledge



Wisdom



世の中で最も重要な資源はもはや石油ではない、データだ！！

https://www.economist.com/leaders/2017/05/06/the-worlds-most-valuable-resource-is-no-longer-oil-but-data

Data ＝ Oil ?



Data ＝ Love ?



「データ」に対する
イメージがみんな違う



データは いきもの です



2007年の LOD Cloud



2008年



2009年



2010年



2014年



2019年



データは いきもの だ。

そして、

つながりたがっている。



つながる

1. コード ... 識別する

2. 表記 ... 単位、揺れ

3. 語彙 ... 意味



つながるために必要な要件

1. コード ... 識別する



コード：識別する
コンピュータには、「背景や状況を察してデータを読む」ことなど
できない

国の識別 国・地域名

3字コード

英語名

２字コード

日本

JPN

JAPAN

JP



つながるために必要な要件

1. コード ... 識別する

2. 表記 ... 単位、揺れ



表記：単位、フォーマット
単位、フォーマットを揃えなければ、誤った情報になる

単位

ℓ

㎗

㎖

cc
数値

四百

1,000

2.6

2019-01-17

2019/1/17

日付

H31.1.17

1月17日



つながるために必要な要件

1. コード ... 識別する

2. 表記 ... 単位、揺れ

3. 語彙 ... 意味





IMIとは？

　IMI共通語彙基盤は、共通で使われる語

彙と語彙同士の関係を示す仕組みとで構

成される、オープンデータと電子政府デー

タ、また民間のデータの相互運用性を高

めるためのフレームワークです。



取組の歴史



政府のデジタル戦略の中での位置づけ



まとめ



データは いきもの です
つながりたがってます



つながるために必要な要件

1. コード ... 識別する

2. 表記 ... 単位、揺れ

3. 語彙 ... 意味



IMIとは？

　IMI共通語彙基盤は、共通で使われる語

彙と語彙同士の関係を示す仕組みとで構

成される、オープンデータと電子政府デー

タ、また民間のデータの相互運用性を高

めるためのフレームワークです。



  2時限目：
どうして必要なのか

① IMIとは何か　②どうして必要なのか　③それをどう活用できるのか



「語彙」を揃える意義



「語彙」とはなにか
「語」を「集めたもの」のこと

出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

語彙（ごい）とは

ある特定の範囲（例えば、一つの文学作

品や、一個人の発言記録など）において

使われる単語の総体（「彙」は「集まり」の

意味）。



「雨」の語彙
日本語には「雨」を表現する多くの単語がある

秋雨, 朝雨, 陰雨, 雲雨, 液雨, 煙雨, 
大雨, 快雨, 甘雨, 寒雨, 喜 雨, 急
雨, 強雨, 暁雨, 強風雨, 霧 雨, 軽
雨, 紅雨, 降雨, 豪雨, 黒雨 , 小雨, 

細雨, 山雨, 地雨, 糸雨, 慈雨, 屢雨, 
吹雨, 驟雨…etc.



天気予報では、空模様を誤解なく伝えるた
め、 多くの「用語」を分類し、「語彙」を定
義している。

出典：気象庁「天気予報等で用いる用語」 https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/tenki.html 

用語 区分 説明

天気

気温、湿度、風、雲量、視程、雨、雪、雷などの気象に関係する要素を総合した大気の状態。

備考
気象庁では国内用として、次の15種類に分けているが、国際的には96種類が決められている。 

快晴、晴れ、薄曇り、曇り、煙霧、砂じん嵐、地ふぶき、霧、霧雨、雨、みぞれ、雪、あられ、ひょう、雷。

よい天気

（好天）
備考

意味がいろいろに解釈され誤解をまねきやすいので用いない。少雨のときには、晴れよりも雨のほうが

よい天気ともいえる。具体的な天気を明示する。

さわやかな天気 備考
原則として夏期や冬期には用いない。秋に、移動性高気圧におおわれるなどして、空気が乾燥し、気温

も快適な晴天の場合に用いることが多い。

雲の多い天気
→ 曇りの日が多い。曇りのところが多い。

備考 意味がいろいろに解釈され誤解をまねきやすく、また晴れか曇りか不明であるので用いない。

悪い天気

（悪天）
備考

意味がいろいろに解釈され誤解をまねきやすいので用いない。干天のときには、雨よりも晴れのほうが

悪い天気ともいえる。具体的な天気を明示する。

https://www.google.com/url?q=https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yougo_hp/tenki.html&sa=D&ust=1548052690285000&usg=AFQjCNGwWtPUbao1YlAv_4Dd9NUe6MQVng


ちゃりんこ

じてんしゃ

けった

「同じもの」なのに、何を意味する
のか通じないことがある



コンピュータにとっては違う



「XXXX株式会社」というデータがあっても...

● それが法人かどうかわからない

● 人かモノか金かもわからない

● 入口どこだかわからない

● 出口もさっぱりさっぱりわからない

コンピュータにはわからない



コンピュータの見える世界

と、

人が見える世界はちがう



コンピュータにもわかるように

ごいら君



体系を教えてあげる

「氏名は人の属性で、姓名やカナ表記を持つ」



共通の概念を定義

コア語彙

どの分野でも

普遍的に使われる

日付、場所、人物、

組織など





支援ツールがある

DMD作成支援 データ形式変換
コード・コードリスト

作成支援

DMD検証 データ検証 語彙作成支援

IMIツール
https://imi.go.jp/tools/v2/



ライブラリがある

IMI共通語彙ライブラリ
https://imi.go.jp/goi/library/
対応するIMI技術仕様
● IMI語彙記法 バージョン 1.0 ワーキングドラフト 2017-08-31
● 使用文字規則の記法 バージョン 1.0 ワーキングドラフト 2017-08-31
● DMD仕様 バージョン 3.0 ワーキングドラフト 2017-08-31
● マッピングファイル仕様 バージョン 1.0 ワーキングドラフト 2017-08-31
● 構造化項目名記法 バージョン 1.0 ワーキングドラフト 2017-08-31
● IMI コア語彙 バージョン 2.4.0 2017-03-31



が提供するもの



デメリット

● 個別に調整

● 対象が増えるほど膨

大な調整コスト

大いなる無駄

H社
システム

N社
システム

I社
システム

C社
システム

D社
システム

F社
システム



メリット

● IMIを参照する

● 個別調整いらない

将来に渡って

コストが減る

H社
システム

N社
システム

I社
システム

C社
システム

D社
システム

F社
システム



まとめ



どうして必要なのか

1. 言葉は、文脈によって意味が異なる

2. コンピュータは”意味”なんかわからない

3. だから概念や体系を教えてあげなきゃ

…. 誰がそんなめんどくさいことするの？

4. IMI共通語彙基盤がやっときました



ならば、あるものを使おう！

Reinvent the wheel or not! – Bhavik Bansal – Medium 
https://medium.com/@bansalbhavik9/reinvent-the-wheel-or-not-5013f6d1ac2c

https://www.google.com/url?q=https://medium.com/@bansalbhavik9/reinvent-the-wheel-or-not-5013f6d1ac2c&sa=D&ust=1548052692934000&usg=AFQjCNGnjrsyrb4e6revHRNE_6cDp1UtCg


3時限目：
どう活用するのか

① IMIとは何か　②どうして必要なのか　③それをどう活用できるのか



意
味
付
け

解
釈
す
る

を使う



利活用のイメージ



DMD ?



DMD
(Data Model Description)

Data Model Description （以下、DMD）は、そ

の名の通りデータモデルを説明するためのパッ

ケージです。

データとデータを利用するアプリケーションの関係は、図 1の

ように乾電池と乾電池で動作する懐中電灯の関係に似てい

ます。単二電池で動作する懐中電灯には単一電池や単三電

池は入りませんが、単二電池であれば、異なる会社が作った

乾電池であっても同じように使うことができます。これは、単

二電池の大きさ、形、電気的特性などを決めた国際規格が

あり、乾電池と懐中電灯の双方がその規格に合わせて作ら

れているからです。また、懐中電灯の取扱説明書に「単二電

池」と書いておけば、電池の形状や大きさを細かく指定する

必要もありませんし、懐中電灯を利用する人も簡単に電池を

購入することができます。



DMD
(Data Model Description)

共通語彙基盤において、この乾電池の規格に相当する

ものがDMDです。DMDはデータモデル、つまりデータ

の構造や項目、各項目の値の範囲や書式などを説明す

るものです。

DMDを利用すれば、乾電池の場合と同様に、ある DMD
に合わせて作られたアプリケーションは、その DMDに合

わせて作られたデータであれば異なる自治体や会社に

よって作られたデータであっても利用できるようになりま

す。

また、DMDに基づいて作成したデータであれば、データ

を公開する人も、データを利用するアプリケーションを作

成する人も、公開するデータやアプリケーションが利用

できるデータについて、特定の DMDを示すだけで項目

ごとに詳細な値の範囲などを記述する必要はなくなりま

す。



DMDの構成



1. IMI語彙記法

2. 構造化項目名記法

3. DMD仕様

4. マッピング仕様

IMI勉強会プログラム
実践「DMDを作ってみよう」



IMI 共通語彙基盤では RDF、XML 等、多様な形

式・フォーマットで利用可能な語彙を提供すること

を目的としている。このため、語彙自体は特定の利

用形式に依存しない中立的な形式で記述する必

要がある。IMI 語彙記法は、これを実現するため

の記法である。IMI 語彙記法では語彙の中の用語

の定義を行う。

IMI語彙記法とは



#prefix ic: "http://imi.go.jp/ns/core/2#"
#prefix xsd: "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#"

#prefix uncefactISO4217: 
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:ISO:ISO3AlphaCurrencyCode:2012-08-31#"
#prefix uncefactCode:
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:UNECE:MeasurementUnitCommonCode:9#"
#prefix uncefactDuration: 
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:UNECE:MeasurementUnitCommonCodeDuration:4#"
#prefix uncefactLinear:
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:UNECE:MeasurementUnitCommonCodeLinear:4#"
#prefix uncefactVolume:
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:UNECE:MeasurementUnitCommonCodeVolume:4#"
#prefix uncefactWeight:
"urn:un:unece:uncefact:codelist:standard:UNECE:MeasurementUnitCommonCodeWeight:4#"

#name "共通語彙基盤コア語彙 "
#name@en "IMI Core Vocabulary"
# "コア語彙は、共通語彙基盤の基礎をなすもので、氏名、住所、組織等、あらゆる社会活動で使用さ
れる中核的な用語の集合です。多くのシステム間で情報交換のための基礎となる語彙で、データ交
換、オープンデータの二次利用等の効率化に役立つものです。 "
#description@en "IMI Core Vocabulary"
#created_date "2017-11-10"
#creator[1] "経済産業省 "
#creator_ref[1] "http://www.meti.go.jp/"
#creator[1]@en "Ministry of Economy, Trade and Industry"
#creator[2] "IPA 独立行政法人情報処理推進機構 "
#creator_ref[2] "http://www.ipa.go.jp/"
#creator[2]@en "Information-technology Promotion Agency, Japan."
#publisher "IPA 独立行政法人情報処理推進機構 "
#publisher@en "Information-technology Promotion Agency, Japan."
#published_date "2017-11-10"
#version "2.4.1"
#license "CC0"
#license_ref "http://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/"
vocabulary "http://imi.go.jp/ns/core/2#" ;

#name "人型"
# "人の情報を表現するためのクラス用語 "
#name@en "Person"
#description@en "A class term to express information of a person."
class ic:人型 {@ic:実体型} ;

#name "氏名"
# "氏名を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "A name of the person."
set ic:人型>ic:氏名 {0..n} ;

#name "性別"
# "性別の表記を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "The gender expressed as text."
set ic:人型>ic:性別 {0..1} ;

#name "性別コード "
# "性別コードを記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "The code specifying gender."
set ic:人型>ic:性別コード  {0..1} ;

#name "生年月日 "
# "生年月日を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "The date of birth."
set ic:人型>ic:生年月日  {0..1} ;

#name "死亡年月日 "
# "死亡年月日を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "The date of death."
set ic:人型>ic:死亡年月日  {0..1} ;

#name "住所"
# "現住所を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "A present address."
set ic:人型>ic:住所 {0..n} ;

#name "本籍"
# "本籍を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "The registered domicile by birth."
set ic:人型>ic:本籍 {0..1} ;

#name "連絡先"
# "連絡先を記述するためのプロパティ用語 "
#description@en "A contact."
set ic:人型>ic:連絡先  {0..n} ;

#name "国籍"

IMI語彙記法による、IMIコア語彙バージョン2.4.1一覧



DMDを
作る



嘘だろ...



嘘です。



「使ってください」は幻想...

もっと丁寧に説明します。



2種類の
アプローチ



できてしまっているも
のをつなげる

● 今あるデータ構造は変えたくない

● 変えようにも改修にはお金がかかる

● でもデータは相互に利活用したい

（しろと言われている...）
● お金はないけど、無駄なことはヤダ



最初から、つながるよ
うにつくる

変えれないなら、参照すればよい

変えられるなら、最初からそうつくればよい



今日からできる
IMI対応1. 知る

2. やってみる
3. 伝える



1. 共通語彙と
語彙同士の関係性を知る

1. 知る　2.やってみる　3. 伝える



コア語彙
幅広い業務分野に共通する、基本
的な語彙です

コア語彙一覧

https://imi.go.jp/core



コア語彙の
スキーマを入手

https://imi.go.jp/cor
e/core241

ダウンロード



探し方：WebOWL
http://www.visualdataweb.de/webvowl/



探し方：
WebOWL

　　　　を押す

Custom Ontology :
でXMLスキーマを指定して読

み込む

▽Filterで、

Degree of Collapsingを “0” 
にする



探し方：
WebOWL

Language: ja

を選択する！



探し方：
WebOWL

検索してみる

例えば...

　「施設」



探し方：
WebOWL

ズームインする

関係性がわかる



探し方：
WebOWL

Class構造参照



2. データ公開をやってみる

1. 知る　2.やってみる　3. 伝える



****データセットを作って
みよう

IMI共通語彙に対応したデータ公開手順 | IMI 情報共有基盤 
https://imi.go.jp/goi/datalifecycle

A4版
47ページ

https://www.google.com/url?q=https://imi.go.jp/goi/datalifecycle&sa=D&ust=1548052699310000&usg=AFQjCNEvprCnCZhCvwU8sM830j9o5Bl3cg


IMI共通語彙基盤に対応したデータ公開の手引き 
https://imi.go.jp/contents/2018/07/datalifecyclehandbook_20180531.pdf



◎ 必ず行うべき

〇 実施を推奨する

△ 可能であれば実施したい

✕ 不要 

よく見ると...



IMI共通語彙基盤に対応したデータ公開の手引き 
https://imi.go.jp/contents/2018/07/datalifecyclehandbook_20180531.pdf



■STEP1. 公開するデータを決める

■STEP2. データに意味づけを行う

■STEP3. 記述方法を定め、実装する

■STEP4. データを公開し、運用する

 

あなたがやるべき
４つのこと



■STEP1. 
公開するデータを決める



法人申請書データセット



1. 集める

2. 眺める

3. 整理する

4. データセットを作る

5. 公開する（開放する）

■STEP3. 
記述方法を定め実装する



■STEP3. 記述方法を定め実装する

1. 集める　→　2. 眺める　→　3. 整理する



■STEP3. 記述方法を定め実装する

4. データセットを作る



大事なポイント



データの中身も構造も

ベストエフォートでいいんだよ



3. 持ち帰って、
自分の言葉で伝える

1. 知る　2.やってみる　3. 伝える



そうは言っても...



パクればいい



https://cio.go.jp/poli
cy-opendata

政府CIOポータル

オープンデータ



推奨データセットについて
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/opendata_suisyou_dataset.pptx



推奨データセットについて
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/opendata_suisyou_dataset.pptx



推奨データセットについて
https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/opendata_suisyou_dataset.pptx



推奨データセットβ版
基本編

● AED設置箇所

● 介護サービス事業所

● 医療機関

● 文化財

● 観光施設

● イベント

● 公衆無線LANアクセス

ポイント

● 公衆トイレ

● 消防水利施設

● 指定緊急避難場所

● 地域・年齢別人口

● 公共施設

● 子育て施設

● オープンデータ



推奨データセットを使おう

＝
それがIMI対応の一歩



まとめ



① IMIとは何か

　☞データの意味を揃える仕組み

②どうして必要なのか

　☞将来に渡るコスト削減

③それをどう活用できるのか

　☞まずはオープンデータで



宿題：避難所データを
　オープンデータにしよう



避難所基本情報データセット
実装版V01 ※検討中



オープンデータ化支援研修の教材 – オープンデータ 研修ポータル 
https://www.opendata-training.org/support/material/



ソーシャル
ハックデー

2019年1月26日(土) 
https://hackday.code4japan.org/

https://www.google.com/url?q=https://hackday.code4japan.org/&sa=D&ust=1548052703575000&usg=AFQjCNHMNPy-KPyCaGuCVb9LebVN7UalpA


大事なことなのでもう一度



データは いきもの だ。

そして、

つながりたがっている。



データの中身も構造も

ベストエフォートでいいんだよ



データを

解放しよう
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